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本日の例会  2017 年11 月30 日（木）第2336 回 
 

ロータリーソング   「われら広島北ロータリー」 

来客紹介 親睦委員会 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

同好会報告 

卓話時間 

『ロータリー財団の歴史と現状を学ぶ』 

財団プログラム委員長   山内 盛利 会員 

 

前回の例会  2017 年11 月16 日（木）第2335 回 
 

ロータリーソング   「われらの生業」 

来客紹介 親睦委員会 

連続出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

卓話時間  

『S.A.A.とニコニコの歴史』 

S.A.A.長       畑  秀樹 会員 

ニコニコ委員長  本田 善昭 会員 

● ● ● ● ● ● ● 連 続 出 席 表 彰 ● ● ● ● ● ● ● 

 
左から、１１年 桑村会員、２８年 森嶋会員・槇殿会員、１３年 東会

員 （欠席 ２２年 塩本(千)会員） おめでとうございます。 

● ● ● ● 会 長 時 間   会 長  東  正 治 ● ● ● ● 

今週の会長時間は、広川会員が元気になって帰ってこられたので、

１９９５年-９６年度、創立２７年、広川年度の話をさせて頂きます。 

１９９５年は阪神大震災や地下鉄サリン事件がおこった年でありま

す。会長・広川会員、副会長は日域さん、幹事は加藤省吾さん、副

幹事は佐々木玄造さん中山正紀さんでした。執行部の方は会長以

外全員退会されております。 

 

年度当初の会員数は９４人、会長方針は「善意の和と活力でﾛｰﾀﾘｰ

を楽しもう」でした。この年度に入会し現在在籍している会員は庄子

会員と中山会員の２名です。 

この年度は、職場訪問例会として、ＮＨＫ広島放送局や千田地区下

水道工事現場に訪問しております。また、悠々ﾀｳﾝ江波に訪問し、

施設福祉ｻｰﾋﾞｽ・在宅福祉ｻｰﾋﾞｽについての研修会が開かれて多

くの会員が参加されたそうです。 

社会奉仕事業としましては、被爆５０年ということで、平和の尊さを

考え、被爆と戦争体験を次世代に引き継ぐ必要があると考え、８月

６日に「追悼供茶会」を行いました。 

「追悼供茶会」は当ｸﾗﾌﾞだけでなく、広く地区内に呼びかけて多くの

皆様に参加いただき、外国人も含め５００名を超える方にお茶を提

供したそうです。 

それに先立つ７月２２日には平和公園内にある平和の池の清掃活

動に家族を含め多くの会員が参加され清掃活動を行ったそうです。 

その年度の親睦行事では「ＳＬで行く萩・津和野の旅」という家族会

が行われています。親睦委員長は泉会員でした。会員や家族を含

め９５名の参加で、萩において日本料理を堪能した後に、ＳＬに１時

間半萩、津和野間乗車したそうです。 

また、この年度は会長方針から親睦を深めることを目的に第１例会

のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを全てﾌﾘｰﾄｰｷﾝｸﾞにしたそうであります。 

広川会員がこれからも益々お元気で活躍されることを祈念して、本

日の会長時間を終わります。 

 
●●●●幹 事 報 告   幹 事  越 智  健 剛 ●●●● 

《理事会報告》 

*持ち回り理事会報告 （後日、ＨＰに議事録をＵＰします） 

《お知らせ》 

*次週１１月２３日(木)は祝日の為、休会です。次回例会は１１月３０日

(木)となります。 

《BOX 配布物》 

*会員名簿追加貼りシール 

*平和公園樹木いきいきﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加者募集案内 

● ● ● ● ● ● ● ● 委 員 会 報 告 ● ● ● ● ● ● ● ● 

親睦委員会  樹野副委員長 

*１２月２１日(木)に開催する｢クリスマス家族会｣の案内をお送りしま

すので、多数の方のご出席をお願いいたします。 

社会奉仕委員会  坪内委員長 

*本日、BOX にお配りしていますが、１２月９日(土)に平和公園で行

われる「平和公園樹木いきいきﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ｣に参加をします。 

茨城県・土浦ＲＣ 

鶴田 一郎様 

 

ｸﾗﾌﾞより記念品をお贈りい

たしました。 

またのご来広をお待ちし

ております。 
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この事業は東会長より全員参加のできる奉仕活動を検討して

欲しいという方針を受け、企画したものです。是非、多数の方

にご参加をお願いしたいと思います。 

財団ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会  山内委員長 

*次週の例会の食事は１００万ﾄﾞﾙの食事になり、差額をﾎﾟﾘｵ使

途指定寄付とすることに決まりました。また、当日のﾆｺﾆｺも全

てﾎﾟﾘｵ使途指定寄付となります。 

青少年奉仕委員会  合田委員長 

*１１月１１日(土)に柳井市で開催されたＲＹＬＡへの参加報告 

 
 

 
合田委員長と濱本会員の事業所の職員２名の方が参加をされ

ました。 

● ● ● ● ● ● ● ● 同 好 会 報 告 ● ● ● ● ● ● ● ● 

ゴルフ同好会  秋山会員 

*１１月１８日・１９日 福岡遠征の最終案内 

● ● ● ● ● ● ●ニ コ ニ コ 箱 の 時 間 ● ● ● ● ● ● ● 

ニコニコ委員会  本田善昭委員長 

☀ご来客出宝 

土浦ＲＣ 鶴田一郎様 

「毎回１,０００円をﾆｺﾆｺに」を行っています。今回はたまたま例会が

あるのを知って、ﾒｲｸｱｯﾌﾟしました。広島は初めて来ました。 

☀自主出宝 

東会員・粟屋会員・越智会員・岡田(昌)会員・金井会員 

茨城県・土浦ＲＣの鶴田様、遠来よりようこそお越し下さいました。 

また、本日の卓話「ＳＡＡとﾆｺﾆｺの歴史」楽しみにしています。 

正副Ｓ.Ａ.Ａ.（畑会員･藤原会員・山下(正)会員） 

本日、卓話の時間にＳ.Ａ.Ａ.としてお話をさせて頂きます。宜しくお願

いします。 

ﾆｺﾆｺ委員会(下前常任委員長･濱本副常任委員長･本田委員長･渡

部副委員長･山田委員･藤田委員･岡田(清)委員･河村委員･武部委

員) 本日のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑではＳＡＡとﾆｺﾆｺ委員会合同で｢ＳＡＡとﾆｺﾆｺの

歴史｣について卓話のお時間を頂きました。宜しくお願い致します。 

樽本会員 先週は誕生日の祝いをして頂き、本当にありがとうござ

いました。４８歳年男益々精進しますので、引き続き、ご指導・ご鞭

撻の程、宜しくお願い致します。 

杉町会員 家内の誕生日に美しい花をｸﾗﾌﾞより頂きました。家内も

大変喜んでおりました。ありがとうございました。 

金井会員 先日のひろしま国際平和ﾏﾗｿﾝですが、体調が悪く走る 

 

ことが出来ませんでした。来年はｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝを整えて走りたいです。 

桑村会員 連続主席１１年目を迎える事ができました。これからも頑

張っていきたいと思います。 

松田会員 本日、所用により早退致します。誠にすみません！！ 

大之木会員 本日、早退致します。誠に申し訳ありません。 

 

 
 

 
★=１０,０００円 ☆=５,０００円 ◆=３,０００円 ◇=２,０００円 

● ● ● ● ● ● ● ● 卓 話 時 間 ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

『Ｓ.Ａ.Ａ.とニコニコの歴史』 
 

Ｓ.Ａ.Ａ.長  畑  秀樹 会員 

 
１．はじめに 

本日は、「Ｓ.Ａ.Ａ.とニコニコの

歴史について」というﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

のﾀｲﾄﾙがついていますが、私

がこのﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞに入会して

初めて委員会の組織図を見た

時に、何をする委員会なのか、その名称からﾋﾟﾝとこなかったの

が「ﾆｺﾆｺ委員会」と「Ｓ.Ａ.Ａ.」でした。 

例えば「親睦委員会」は会員の親睦を図るための事業を企画・

運営するのだろう。「社会奉仕委員会」であれば社会に奉仕する

ための事業を行うのだろう。 

では、この「ﾆｺﾆｺ委員会」と「Ｓ.Ａ.Ａ.」はいったい何をする委員会

なのか？ 

他の奉仕団体や異業種交流会、また経営者の集まりなどには

無いような組織だなぁと感じましたが、今思えば、ある意味、もっ

ともﾘﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞらしいと申しますか、ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ独特の委員会

であり、組織であると思っています。 

 
２．Ｓ.Ａ.Ａ.の使命・立場・役割 

Ｓ.Ａ.Ａ.の使命は、「秩序正しく、品位あり、しかも能率的なﾛｰﾀﾘ

ｰｸﾗﾌﾞの会合を維持し、ｸﾗﾌﾞの訪問者及び来賓に良い印象を与

えるようにすること」とされており、具体的には、 

・会場の雰囲気を絶えず和やかに保つこと 

・不測の事態に即応できるよう絶えず心がけ、臨機応変に処置

がとれる態勢を持つこと 

・会議や例会の進捗状況を見守り、また、会議の時間のみに拘

泥（こうでい）してﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを途中で切るようなことのないように

努めること 

に配慮し、ともすれば、形式主義に陥り、堅苦しくなりがちな会

議例会をそうならないよう、詳細な配慮をはらう事が使命とされ

ています。 

Ｓ.Ａ.Ａ.の立場は、理事会の構成ﾒﾝﾊﾞｰではあるが、理事ではな

く、広い意味での役員という事になるのでしょうか。したがって、

理事会には出席しますが、理事会での議決権はありません。 

広島北ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ細則「第４条 役員の任務」によれば、その第

７節に「Ｓ.Ａ.Ａ.長は、通常その職務に付随する事項及びその他

会長または理事会によって定められる事項を行うことを任務と

する。」と規定されています。 
 

《職業ニコニコ》 
池上会員◇ 当社（鹿島建設）の関係で恐縮ですが、この１ヶ

月で２件の大型工事の受注・内定を頂きました。感謝を込め

て、今後の精進をお約束してﾆｺﾆｺさせて頂きます。ありがとう

ございました。 

当日計 25,000 円  累計 782,000 円
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しかし、これでは良く分からず、実際のＳ.Ａ.Ａ.の役割は、一言で

言えば諸会議での秩序を維持するための時間管理を含めた、 
 

「会場監督」であるといえます。 

例会における大まかな食事内容（例えば、幕の内・和食・洋食・

中華など）や毎回の例会時に斉唱するﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞを決めるなど

例会の運営要領について理事会に素案を提出するのもＳ.Ａ.Ａ.

の役割です。 

 

３．Ｓ.Ａ.Ａ.とニコニコ委員会 

本日の卓話ﾃｰﾏは、「Ｓ.Ａ.Ａ.とﾆｺﾆｺの歴史について」ということ

ですが、このＳ.Ａ.Ａ.とﾆｺﾆｺ委員会とは以前から密接な関係があ

り、それは広島北ＲＣの歴史に遡ります。 

後ほどﾆｺﾆｺ委員会が担当される部分でも話があるかと思いま

すが、本年度の会長方針は「温故創新」であるので、まずは「故

きを温め」てみると、そもそもＳ.Ａ.Ａ.は、１９６９年の当クラブ創立

以来から、２００５-２００６年度までは「ＳＡＡ委員会」として存在し、

その職務内容は現在のＳ.Ａ.Ａ.と概ね同様なものでした。 

ただし、大きな違いは、ﾆｺﾆｺ箱の運営もこの「ＳＡＡ委員会」が

担当しており、これは他ｸﾗﾌﾞも同様でした。 

ところが、今から１０年余り前の２００６-２００７年度、初めて「ﾆｺ

ﾆｺ委員会」が単独委員会として設置され、ﾆｺﾆｺ箱の運営はＳ.Ａ.

Ａ.の手から離れるとともにＳ.Ａ.Ａ.は委員会ではなく、今の形にな

りました。 

きっかけは、当ｸﾗﾌﾞからｶﾞﾊﾞﾅｰを輩出するにあたり、その当時

に国際ﾛｰﾀﾘｰが推奨していた「ｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾗﾝ」の実施を当

ｸﾗﾌﾞがいち早く導入する必要があったことからでした。 

因みに、「ｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾗﾝ」とは、ｸﾗﾌﾞの運営を容易にするこ

とを目的とした新規の管理構成という事のようです。 

また、もともとＳ.Ａ.Ａ.の職務が疎かになる傾向もあったため、単

独にするほうが、よりそれぞれの職務を遂行することができるの

ではないかという事でした。 

例えば、私語を注意する立場であるＳ.Ａ.Ａ.がﾆｺﾆｺの原稿を確

認したり、お金を数えたりすることに集中するあまり、逆にＳ.Ａ.Ａ.

の私語が増えたり、他の会員の私語を注意する余裕がなくなる

などと言ったことでした。 

もう少し歴史を辿ってみますと、２００７-２００８年度と２００８-２０

０９年度の２年間は、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会とﾆｺﾆｺ委員会を統合した

「例会運営委員会」が新設されましたが、やはりこの２つを兼務

するのは難しいとの声が強く、結果的に２００９-２０１０年度から

今日まで、再び現在の独立した「ﾆｺﾆｺ委員会」となりました。 

本年度の在広ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞを見てみると、ﾆｺﾆｺ箱の運営が独立

した委員会の事業として組織されているのは西南ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの

「ｽﾏｲﾙ委員会」くらいでした。 

ところで、現在でも時折、「早退させて頂きますので、ﾆｺﾆｺ箱に

出宝します。」というのを見掛けますが、これは祝い事でも無い

のに何故？と思われている方もおられるのではないかと思いま

す。 

そもそも中途退席（早退）するには定款上では理事会の許可を

必要とします。しかし現実的には幹事がその許可を出す訳です

が、しかしながら、幹事は例会進行で多忙なため、その業務をＳ.

Ａ.Ａ.が代行しており、当時はＳ.Ａ.Ａ.がﾆｺﾆｺ箱の運営も担当して

いたことから、「早退を許可しますので、その代わりにﾆｺﾆｺ箱に

ご協力をお願いします。」という形の名残であり、それが今日ま

で受け継がれているようです。 

なお、余談になりますが、例会においてはその全体時間の６割

は参加していないと出席したという扱いにはならないため、毎週

の例会においてはその所要時間の６割、つまり始まってから３６

分間は経過していないと出席したことにはならないというのが定

款上の決まりのようです。 

 

４．おわりに 

以上のように、もともとはﾆｺﾆｺ箱の運営をＳ.Ａ.Ａ.が担当してい

たということから、お話をさせて頂きました。 

冒頭に、ﾆｺﾆｺ委員会とＳ.Ａ.Ａ.はとてもﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞらしい委員会

であると申しましたが、「奉仕と友情」を大きな目的と掲げるﾛｰﾀ

ﾘｰｸﾗﾌﾞとしては、奉仕活動の原資となる資金を会員から自主的

に協力して頂くのがﾆｺﾆｺ委員会であり、友情を育むためにも楽

しいだけの馴れ合いの例会ではなく、社会人として最低限度の

規律を守った、きちっとした例会を進行することに努めるのがＳ.

Ａ.Ａ.の役割であると言えます。 

本年度もＳ.Ａ.Ａ.は、「例会の秩序維持」を事業計画のひとつに

掲げておりますので、例会中の私語や携帯電話の着信音など

については、時には口うるさいと思われる事もあろうかと思いま

すが、これからも宜しくお願いいたします。 

それでは、ﾏｲｸをﾆｺﾆｺ委員会にﾊﾞﾄﾝﾀｯﾁいたします。ありがとう

ございました。 

 

ニコニコ委員長 本田善昭会員 

 
ﾆｺﾆｺの意義などについてご説

明させていただきます。 

先日発刊された「ﾛｰﾀﾘｰ情報ﾊﾝ

ﾄﾞﾌﾞｯｸ２０１７版」によると、ﾆｺﾆｺ

箱についてこのように書かれて

います。 

「例会場で会員が自由意志で善意の寄付金を入れる箱。起源

は東京説、大阪説と定かではないがﾛｰﾀﾘｰ特有のもので、会員、

家族、事業など慶び事、お祝い事をﾆｺﾆｺしながら披露し、慶び

を分かち合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もﾕｰﾓｱたっぷ

りに苦笑いし、例会を賑わせ親睦を増進し、集まったお金は奉

仕活動資金に使用される。」とあります。別名として、他ｸﾗﾌﾞでは

ｽﾏｲﾙﾎﾞｯｸｽと呼ばれているところも多くあります。 

またその他の文献の例では、ｽﾏｲﾙﾎﾞｯｸｽは、ｼｶｺﾞＲＣから始

まりました。ｼｶｺﾞＲＣには公共問題担当委員会というのがあり、

社会の公共問題を解決する事業を企画立案する委員会でした。

公共問題担当委員会は理事会の承認を得て、ｸﾗﾌﾞ名で行う団

体奉仕の社会奉仕事業を決定すると、予算を立てて通常会費

の他に会員から強制的に資金を取り立てていました。しかし、自

分には関心のないことで徴収されるのはあまり面白くなく、あん

な事業をするのならば、自分の方にはもう少しましな事業がある

のにと考える会員が出てきました。  

１９１９年、ある青年がｼｶｺﾞの町で残虐な殺人事件を起こしまし

た。大変な社会的衝撃を与えたので、健全な青少年を育成する

ために１００万ﾄﾞﾙの募金をしようじゃないかと公共問題担当委

員会 が提唱しました。  

ところがｼｶｺﾞﾛｰﾀﾘｱﾝはこれに抵抗しました。「ﾛｰﾀﾘｰ運動の原

点に立ち戻って、ﾛｰﾀﾘｰ運動の原理はこうだから、その原理の

必然として、これこれの金を出さなければならない」ということが

分かれば出すこともいとわない。しかし、公共問題担当委員会 

で勝手にいろいろなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを決めて、会費に準ずるような形で

金ばかり取られるのは承服できない、というものでした。  

ﾛｰﾀﾘｰの第一義は一業一会員制をもって選ばれた良質な職業

人が、週一回の例会に集まることです。他の良質な職業人と親

睦のうちに切磋琢磨、自己研鑽、奉仕の心を育て、その奉仕の

心で、世のため人のために行動することではないのか。お金を

いくら出さなければﾛｰﾀﾘｱﾝではないというようなことは、ﾛｰﾀﾘｰ

運動の中にはないのではないか。会員が公共問題担当委員会

の計画に対して、金を出さなければならない義務はないのだ、と

いう結論に達しました。  
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そこで例会場の四隅に箱を置き、記念すべきことがあったら、そ

の箱にお金を入れてもらうことにしました。しかし、入れてもよし、

入れなくてもよし。入れた者は入れたからといって誇ってはなら

ない。入れない者は恥ずかしいと思ってはいけない。こういうﾙｰ

ﾙができたのであります。これがｽﾏｲﾙﾎﾞｯｸｽの起こりで、１９２４

年のことであります。 

ちなみに日本で最初にｽﾏｲﾙﾎﾞｯｸｽを設置したのは、大阪ＲＣで、

１９３６年・昭和１１年７月のことであります。その内容は、誕生日

とか、子供の結婚、孫の入学等の何かのお祝いのあった場合に

応分のお金を自発的にいれるという主旨のものでした。  

以上がｽﾏｲﾙﾎﾞｯｸｽの始まりです。 

わが北ｸﾗﾌﾞでは全会員に一律で、毎年度の年初に奉仕活動費

として１万円を徴収させていただいております。その全てはﾆｺﾆｺ

の資金になっています。 

当ｸﾗﾌﾞの歴史を遡ると先ほども畑委員長より説明がありました

が２００６年まではＳＡＡとﾆｺﾆｺ委員会は同じ委員会で、ﾆｺﾆｺ委

員会という委員会は存在していませんでした。 

２００７年よりﾆｺﾆｺ委員会が独立しての委員会となっています。 

２００８年まではﾆｺﾆｺ箱という木の箱が存在し、その箱の中に寄

付をしていたそうです。 

ﾆｺﾆｺの支払い方法については、会員から会員へ指名をし、指

名された会員がﾆｺﾆｺ箱に寄付をする流れだったそうです。例え

ば、新規店舗ｵｰﾌﾟﾝなどの際に会員がその会員を指名し、指名

された会員がﾆｺﾆｺ箱へ寄付を入れるという流れだったそうです。

時には、強制的に支払いをさせることもあったそうで、それが良

くないということで、自発的に寄付をする今の方法に変更された

そうです。 

山下正司会員がﾆｺﾆｺ委員長の時には、ｶｴﾙﾎﾞｯｸｽというﾎﾞｯｸｽ

を制作し、早退される会員が帰る際にそのﾎﾞｯｸｽに入れるという

ものもありました。 

基本的に例会を早退することは許されてなく、もし早退する場合

は幹事（理事会）の承諾が必要です。そこで早退時にﾆｺﾆｺを支

払うことでそれを免除するという役目もあったそうです。 

過去のﾆｺﾆｺの年間出宝額についてですが過去１７年間で遡る

と、一番集まった年度は昨年２０１６年中山会長年度で吉永ﾆｺﾆ

ｺ委員長の２１２万円でした。１７年間の平均が１３４万円でした。 

ここ最近は、同好会での出宝などが多くなったせいか、２０１１年

度からは１３０万円以上の年が多い傾向にあります。 

 

ﾆｺﾆｺで集めた資金の使い道について 

「ﾆｺﾆｺで集めたお金はどこに行っているのか？」と疑問に思わ

れてらっしゃる新会員さんのためにﾆｺﾆｺの使い道について説明

していきます。 

ﾆｺﾆｺで集めたお金はﾆｺﾆｺ箱会計でしっかりと管理されており、

使い道は奉仕活動と寄付に使用しています。 

今年度で申しますと、社会奉仕・青少年奉仕委員会事業で、広

島大学病院においで子供用の車椅子が少ないというお申し出

があり「車椅子２台」を寄贈させて頂いています。また、8 月に行

いました小さな祈りの影絵展、今月ありました「広島平和ﾏﾗｿﾝ」

への寄付などに使用されています。 

昨年度で言いますと、社会奉仕委員会のｻﾆｰﾋﾟｱﾃﾞｲｷｬﾝﾌﾟ支援、

青少年奉仕委員会の小さな祈りの影絵展のﾊﾜｲ事業支援、社

会奉仕委員会と青少年奉仕委員会の「がんの子どもを守る会」

でのｸﾘｽﾏｽ会の支援、北部子供療育ｾﾝﾀｰへ「すべり台」の寄贈

も一部ﾆｺﾆｺの資金が使われています。 

その他で言いますと、ﾀｲの小学校へ浄水器設置事業、ﾈﾊﾟｰﾙ大

地震義援金、東日本大震災者支援奨学金、広島大学病院ﾌｧﾐﾘ

ｰﾊｳｽ（小児がんや難病患者の家族が宿泊する施設）にｷｯｽﾞｻｰ

ｸﾙ、本棚、絵本、おもちゃなどの寄贈、２０１４年８月に発生した

広島土砂災害の被災者たちの憩い、災害を後世に伝える場とし 

 

て作られた『復興交流館ﾓﾝﾄﾞﾗｺﾞﾝ』へ図庫を２台寄贈も一部ﾆｺﾆ

ｺﾉ資金が使用されています。 

皆さんから集めたﾆｺﾆｺの資金の使い道につきましては、理事会

で決定し、その都度、会長時間、幹事報告、ＷＥＢでの理事会議

事録、決算報告書にて説明をしておりますのでそこでもご確認

頂けます。 

委員会での使用には一切使用しておりませんし、また親睦のた

めの費用にも一切使用されておりません。困っている方への寄

付へ使われていますので「喜ばしいことがありましたら、是非、ﾆ

ｺﾆｺ箱へﾆｺﾆｺしながら寄付を頂ければと思います。 

何かと、出宝金額と総額が目立ってしまいますが、今年度のﾆｺ

ﾆｺ委員会の方針は、出宝とは会員の慶事や身近な出来事を、

愚直に活動している一般会員にも光をあて、仲間意識を共有す

る重要な仕組みと考えています。 

多くの会員を巻き込み、自薦他薦と初心に帰り一件でも多く明る

く楽しいｴﾋﾟｿｰﾄﾞを積極的に披露する事を出宝金額以上に大事

に取り組んでおります。 

この後、いつでも気軽にﾆｺﾆｺできる、北クラブ専用ﾆｺﾆｺ出宝ﾒｰ

ﾙのご紹介を、当委員会の岡田会員にお願いしておりますので

ご活用下さい。 

 

●●●●●●●●国際ロータリー便り●●●●●●●● 

ｻﾑ・ｵｵﾘ国際ﾛｰﾀﾘｰ（ＲＩ）会長ｴﾚｸﾄの急

逝により、会長指名委員会から２０１８-１

９年度ＲＩ会長として選出されていた、ﾊﾞﾊ

ﾏ･ﾆｭｰﾌﾟﾛﾋﾞﾃﾞﾝｽ島のｲｰｽﾄﾅｯｿｰ・ﾛｰﾀﾘ

ｰｸﾗﾌﾞ所属のﾊﾞﾘｰ・ﾗｼﾝ氏が、ｲｱﾝ･ﾗｲｽﾞ

ﾘｰＲＩ会長によって９月１日、ＲＩ会長ｴﾚｸﾄ

として宣言されました。 

ﾗｼﾝ氏は会長として、公共ｲﾒｰｼﾞの向上

と、ﾛｰﾀﾘｰのｲﾝﾊﾟｸﾄを広げるためのﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙﾂｰﾙの活用に力を入れたいと考えています。 

「ﾛｰﾀﾘｰの使命を支える活動に関心のある人全員が参加できる

よう、参加や入会を促進する新しい方法を考えなければなりま

せん」とﾗｼﾝ氏。「ﾛｰﾀﾘｰがもっと注目されれば、より多くの人に

入会の魅力を伝え、世界中で多くの良いことを実現しているこの

組織を支えることができます」 

１９８０年ﾛｰﾀﾘｰに入会。ＲＩ理事を経て、現在はﾛｰﾀﾘｰ財団管理

委員会の副管理委員長を務めています。また、ＲＩ研修ﾘｰﾀﾞｰと

２０１５-１６年度ＲＩ会長のｴｲﾄﾞも経験しました。 

ﾛｰﾀﾘｰ最高の賞であるＲＩ超我の奉仕賞のほか、２０１０年ﾊｲﾁ

地震後のﾛｰﾀﾘｰによる災害救援活動を統率したことにより、多く

の人道賞を受賞しています。また、ｴｽﾀｰ夫人とともに、ﾛｰﾀﾘｰ

財団のﾒｼﾞｬｰﾄﾞﾅｰ、遺贈友の会会員でもあります。 

 

 

■出席報告 出席委員会 

２０１７年１１月１６日（木） 会員数 ９７名 

出席 ７４名  欠席  ２３名 

来客  ２名  ゲスト  １名 

１０月１９日例会 修正後出席率 １００％ 

１０月度平均出席率  １００％ 

■来客者紹介  親睦委員会 

鶴田 一郎 様（土浦） 

吉村 元亨 様（広島城南） 

リリー･フラマンドさん（青少年交換受入学生） 

■次回例会案内  ２０１７年１２月７日（木） 

会場 ホテルグランヴィア広島４Ｆ悠久の間 

卓話 『年次総会 －次年度理事役員選出－』 

食事 和食 


